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令和６年度全国海区漁業調整委員会連合会による
国の関係省庁への要望活動について（報告）
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Ⅰ　海区漁業調整委員会制度について
　１　海区漁業調整委員会制度の堅持 ● △

　２　海区漁業調整委員会の財政基盤の確保 △ ●

　３　新たな漁業関係法令の改正について △ ●

　４　海区漁業調整委員の資質向上について △ ●

Ⅱ　沿岸漁場の秩序維持について
　１　違法操業の取締強化等

　　①取締り体制の連携強化 △ ● △

　　②漁業監督吏員の資質向上 △ ●

　　③密漁パトロール、密漁防止看板の設置等への支援 ○ ○

　２　「密漁もの」の流通防止

　　①「密漁もの」を排除する意識の指導・啓発活動の強化 △ ●

　　②違法漁獲物の流通に対する監視体制の強化 ● ●

　　③水産流通適正化法の制度の周知及び現場負担を軽減するための措置の実施 △ △

　　④シラスウナギ流通の透明化の推進 △ △

Ⅲ　太平洋クロマグロの資源管理について
　１　クロマグロ資源の適正利用

　　①資源管理評価結果に基づく漁獲枠の増枠の実現等 △ ○

　　②漁獲枠配分の公平な配分と留保枠の有効活用等 △ △

　　③沿岸くろまぐろ漁業等のあり方について △ ●

　２　定置網等における管理手法の確立および支援措置

　　①漁業種類ごとの特性に配慮した資源管理 △ △

　　②混獲回避及び適切な数量管理 △ △

　　③混獲回避、減収に対する支援制度 △ △

　　④漁獲状況を把握するシステム構築 ● 〇

　３　遊漁者等の操業自粛措置 △ △

Ⅳ　沿岸資源の適正な利用について
　１　沿岸漁業と沖合漁業の調整

　　①沿岸漁業と沖合漁業の共存共栄 △ ●

　　②沖合漁業に対する指導調整 ● ●

　　③カツオ・スルメイカにおける漁業調整 △ ●

　　④海洋環境の変化への対応 △ △

　　⑤沖合漁業の漁船の大型化への対応 △ △

　２　マサバ太平洋系群の適正利用

　　①大中型まき網漁業、ロシア漁船による漁獲の指導管理 △ △

　　②海洋環境変化を加味した目標管理基準値のの設定 ● △

　　③漁業者等の関係者に十分配慮した資源管理措置の実施 ● ●

　３　カツオ資源の適正利用 ● △

　４　公海におけるサンマ、マサバ等の水産資源の適正利用 ● △

　５　沖合漁業の操業秩序の確立

　　①ＶＭＳ情報の多様な活用 △ △

　　②ＶＭＳを有効に活用した取締強化 △ △

　　③ＡＩＳの利用普及 ● ● ●

　６　海上大規模開発事業の関係者説明 ○ ○

R5比較[○:新規、△:内容変更、●:継続]
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Ⅴ　漁業法改正後の制度運用について
　１　改正漁業法施行後の事務の円滑化について

　　①事務の円滑化 △ △

　　②申請、報告システムの構築 △ △

　２　新たな資源管理措置等

　　①自主的な資源管理の評価 △ ●

　　②TAC対象魚種追加の慎重な議論 △ ●

　　③漁業経営に配慮した漁獲管理 △ △

　　④地域産業の成長対策の具体化 ● △

　　⑤正確な漁獲量を把握する仕組み △ △

　　⑥定置網等の特性に応じた数量管理技術開発 ● ●

Ⅵ　外国漁船問題等について
　１　竹島の領有権確立と排他的経済水域の境界画定 △ △ ●

　２　漁業協定等の見直し・暫定水域等の操業秩序確立と資源管理

　　①日台漁業取決め適用水域の一部縮小と協議対象水域の拡張抑制 △ ● △

　　②日台漁業取決め適用水域での安全操業確保、台湾漁船のPI保険加入義務化 ● △ △

　　③韓国漁船の操業規制と日韓暫定水域の操業秩序確立 △ △ ●

　　④中国漁船の日中暫定水域やEEZ内の操業秩序確立とサンゴ網対策 △ △ △

　　⑤対ロシア漁業の操業機会の確保 △ △ △

　　⑥EEZ内におけるロシア大型トロール船による漁具被害の防止 △ △ △

　３　外国漁船の取締強化と漁業者の安全の確保

　　①領海及びEEZ内における外国漁船に対する徹底した取締りの実施 △ △ ●

　　②外国公船や外国漁船の位置動向の監視と漁船や関係機関に対する情報提供 △ ● ●

　　③外国漁船等の避泊による地元漁業や環境に対する影響の防止 △ △ ●

　　④北朝鮮のミサイル発射に係る安全確保 △ △ △

　４　投棄漁具等による被害の救済 △ ●

Ⅶ　海洋性レジャーとの調整等について
　１　遊漁と漁業の調整

　　①遊漁マナーや漁業の基本的考え方に係る積極的な広報等の実施 △ △

　　②スピアフィッシングに対する規制強化 △ ●

　　③遊漁者の資源利用の実態把握 △ △

　　④遊漁者に資源管理を行わせる体制整備 △ △

　２　プレジャーボート等の運航に係る安全性の確保と漁業被害の防止

　　①プレジャーボート利用者に対する損害賠償責任保険加入義務化 △ ● ●

　　②利用者の組織化によるマナーの徹底 ● ○ 〇

　３　ミニボートによる危険行為の防止

　　①安全航行のための制度改正と反射板等の装置の必置 △ △ ●

　　②安全講習の義務化と円滑な救難活動のための所有者把握 △ △ △

　　③ミニボートの保険加入義務化とゴムボートの保険対象化 △ △ △

R5比較[○:新規、△:内容変更、●:継続]
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